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2 キリスト教教理入門
1. 神学をすること

2. 神の啓示

3. 神の性質

4. 神のみわざ

5. 人間

6. 罪

3 第十部 救済論
３０章 救いの概念

３１章 救いの先行性：予定

３２章 救いの始まり：主観的視点

３３章 救いの始まり：客観的視点

３４章 救いの継続と完成

4 第１０部 救済論

第３４章 救いの継続と完成
1. 聖化

1. 聖化の意味
2. 聖化の性格
3. 聖化：完全か不完全か

2. 堅忍

1. カルビニストの見方
2. アルミニアンの見方
3. 問題の解決

3. 栄化
1. 「栄光」の意味
2. 信仰者の栄化

5 １．聖化

１．聖化の意味
1.神の継続的な働き

2.聖化ー二つの基本的な意味

3.新約聖書における聖化

4.聖化の第二の意味

5.義認との対比

6 １．聖化

２．聖化の性格
1.聖化の特徴

2.漸進的事柄

3.キリストご自身に似た者へ

4.聖霊の働き

5.完全に受身の事柄
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7 １．聖化

３．聖化：完全か不完全か
1. 地上の生涯のうちに完結されるのか

2. 生涯のうちには得ることのできない理想

3. ローマ七章のパウロの経験

4. 難解で重要な主題の結論への道筋

5. 「完全」の性質とは何か

6. 罪からの完全な自由

7. スタンスの仮定

8. Ⅰヨハネ3:4-6の教えの存在
9. 経験されないが、目標である

8 ２．堅忍

１．カルビニストの見方
1.信仰者の救いー完全に保持されるのか

2.救いは永遠であるに違いない

3.論理的一貫性だけではない

4.堅忍の教理の裏付け

5.主の保持の直接の約束

6.他の教理からの推論

9 ２．堅忍

２．アルミニアンの見方
1.まったく異なったスタンス

2.信仰にとどまれとの勧め

3.信仰を捨てるとの記述

4.観念的な段階のままではない

5.カルヴィン主義に実際的反対

10 ２．堅忍

３．問題の解決
1. ふたつの対照的な見方

2. 保証についての力強い宣言

3. ヘブル人への手紙の事例

4. 第二の説明は困難

5. ギリシャ語のあいまいさ

6. ヨハネ10章とヘブル6章の相互関連
7. 警告・命令の目的は何か

8. 背教の実例について

9. 想像上

10.保証の中の安全に安らぐ

11 ３．栄化

序
1.救いのプロセスの最後の段階

2.栄化ー多次元的

12 ３．栄化
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１．「栄光」の意味
1. 「Ｇｌｏｒｙ」の意味

2.ギリシャ語「ｄｏｘａ」の意味

13 ３．栄化

２．信仰者の栄化
1.信仰者も栄化される

2.道徳的・霊的に完全に

3.まったき知識へ

4.肉体の栄化

5.信仰者の栄化と被造物世界の刷新の関係

6.地上の生涯ー不完全さのゆえにうめく


